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　本研究では，算数教育の指導における指計算（指を利用して計算すること）の効用と問

題点を明らかにするために，現職の小学校教師2名にインタビューを（研究1），6名に探

索的な質問紙調査を（研究2）実施した．最近の指導要領には，指の利用に関する子ども

への指導についてはあまり触れられていないが，実際には指を利用している子どもが多い

ことも明らかになった．また，足し算を教える際の指の利用とその指導については，これ

までにも賛否両論があったが，調査からも様々意見がみられた．小学校の1年生から3年

生までの間に指を使わないで計算できるようになって欲しいと思う教師が6名中5名おり，

その理由として，だんだんできるようになれば自然に使わなくなるという意見や，指にば

かり頼っていると計算のスピードが遅くなるという意見がみられた．そして，それぞれの

教師が指の利用に対する指導を行っていることが明らかにされた．今後，より多くの教師

を対象にして足し算等の教え方とその理由を詳細に調べるとともに，教師が指の利用を発

達的にどのように考えているのかを，数概念の形成との関連や具体と抽象の間のプロセス

という観点から明らかにしていく必要がある，

キーワード1計算時の指の利用，認知発達，幼小連携，指導法

　　　　　　　　問題と目的

　小学校に入る前の子どもたちは，「学校」という

場で，公的に（フォーマルに）教わっていないが，

「ひとっ，ふたっ，みっっ」と数えることはできる

し，「お休みしたお友達が2人いる」というような

理解も可能になってくる．さらには「1っと1っを

合わせると2っ」というような「足す」という概念

を日常生活の中で学んでいる．

　小学校に入学する前に，っまり学校という場所で

フォーマルに算数を教えられていなくても，子ども
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たちはインフォーマルに算数の理解を行っている

（Baroody，1993；丸山・無藤，1997）．インフォー

マルな知識は間違っていたり，非体系的であったり

するので，子どもがもっている既存のインフォーマ

ルな知識を，どのようにフォーマルな理解にっなげ

ていくのかが，重要な課題となっている（Bruer，
1993／1997）．

　今までの足し算のインフォーマルな知識と言われ

る計数の研究では，初期の段階では指を使って数を

理解することが示されており，この際の指の利用は，

記憶の軽減の側面から論じられていた（Fuson，

1992；栗山，2002；Siegler＆Shrager，1984）．し

かし，彼らは実験時に指を積極的に利用することを

教示していたため，子どもの目然発生的な指の利用

については明らかになっていなかった．Siegler＆

Robinson（1982），杉村・山名（2005）では計算時

の自然発生的な子どもの指の動きを調べた結果，積
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極的に指を使うことを教示した先行研究ほどではな

かったが，年長児でも1桁同士の数の小さい足し算

はできること，またその際に指を利用する子どもが

いることが明らかになっている．

　小学校1年生の足し算方略に関しては，平井
（1992，1993）が詳細に分析している．彼は，計算

をする際，具体物（オハジキ）を用いる，指で数え

る，暗算で計算する，のどれかで解答するように教

示をし，子どもたちがどのような解決法で足し算を

行うのか分析している．その中で，具体物を使って

ほとんどの問題を解決する子どもや，指を利用して

解決する子どもの特徴を詳細に把握し，さらに指導

していくことが重要であると述べている．

　このように，基本的な計算能力が幼児期から児童

期にかけてどのように獲得されていくのかを明らか

にすることは，最近重要な課題となっている幼小連

携におけるカリキュムや指導方法の開発に関しても

大きな示唆を与えると考えられる．

　では実際に，幼稚園や保育所で教師は何らかの数

の指導を行っているのだろうか．また小学校，特に

低学年での指導についてはどのような指導が行われ

ているのだろうか．

　現在の幼稚園教育要領（文部省，1999）では，身

近な環境とのかかわりに関する領域「環境」の中で，

数量概念は「身近な事象を見たり，考えたり，扱っ

たりする中で，物の性質や数量，文字などに対する

感覚を豊かにする」ことがねらいとされており，日

常生活の中で身につけていくものとされている．榊

原（2002，2006）が指摘するように，「学習」を目

的としない場合でも日常生活の中で，欠席の友達の

数を「合わせ」たり，歌の中で数に関する表現が多

数でてきたりと，インフォーマルな形で子どもたち

は数に接している．

　それに対して，小学校での教科書や指導書では，

計算時の指の利用にっいて以下のような指導の経緯

がみられる．

　対象物を数えることによって，対象物がいくつあ

るかを把握させる，いわゆる「数え主義」と呼ばれ

る時代には，教科書にも指の利用に関する記述が多

くみられた．しかし一方で，指は便利であるため，

指を使って計算すれば，指を利用し続けるという危

険性も示唆している．たとえば，1936年に大阪書籍

株式会社から出版されている教科書では，指の利用

にっいて以下のように述べている（同様の記載が
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1941年に大阪書籍株式会社から出版されている「ヵ

ズノホン三教師用」にもみられる）．

　　最初は，実際の事物について，数えることによって

　行わせる．それから暗算に移る過程において，実物の代

　用となる物を使用せしめる．その代用物としては，一般

　に指が多く用いられる．また，計算器，数図も広く用い

　られる。この中，指は極めて便利であるが，あまりに便

　利であるが故に，これを離れることが困難となり，暗算

　に至る妨げとなる虞がある，（中略）いずれにせよ，本

　章の暗算は，実際の事物にっいてえた数の観念を基礎と

　し，反復練習によって，寄算・引算が反射的に念頭に浮

　かぶように至らしめるほかはない．これに至らしめる手

　段として，指・計算器・数図などの使用が存在すること

　を考慮して，善処すべきである．（p．23）

　それ以後，戦後の教科書では，1971年に発行され

た啓林館と大日本図書，ならびに1974年に発行され

た大日本図書の1年生の教科書には具体物やドット

とともに，指による数の表示が記載されていた（付

図参照）．しかしそれ以後の教科書には，具体物と

しての指の記述は見られず，「数える」というより

も「一対一対応」によって数を把握することが求め

られている．

　指導書や参考書での指の記述に関しては，指の利

用を容認する立場や，最初は利用してもよいがあま

り好ましくはない，指を利用するのは数え主義から

抜け出ていない証拠なので，利用しない方がよいと

いうように，様々な立場がみられる．

　和田（1970）は，具体物と結びっけて計算のしか

たを考えさせるときに，具体物として指を利用して

もよい，と述べており，さらには，「両手を用いて

加減の意味をはっきりさせてもよい」と述べている．

また深津（1983）は1年生の実態として，大半の子

どもが指を使っていることに言及し，具体物として

の指の利用を容認している．

　そこまで容認はしていないが，数が映像として脳

に浮かんでくるまではやむを得ないという立場や，

あるいは，答えが10以上の足し算にならなければ有

効であるという立場もある．

　柴崎（1981）は，数が脳裏に映像として浮かんで

こない子どもが指を使うのであって，初期の段階は，

計算機である指を使うことはある程度やむをえない

が，早い機会に取り除くようにした方がよいと，指

は，映像として「数」が出てくるまでの補助手段で

あることを述べている．筑波大学付属小学校算数科
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教育研究部（1987）は，繰り上がりのない場合には，

両手を出して，指を使うことによって答えを求める

ことができるが，繰り上がりのある場合には，両手

の指が足りなくなって，子どもが戸惑うことになる

と指摘している．

　それに対して，指を利用することに批判的な指導

も見られる．例えば，岡田（1988〉や石田（2000）

は，足し算の答えを暗記することを推奨しており，

学年が進んでも，答えを暗記しきれていない子が，

しきりと指を使うと指摘し，数え主義から一歩も抜

け出ていない証拠だと述べている．広田（！988）は，

指を利用して計算することは，いっでも利用できる

手軽さが災いして，いつまでも指を使う悪習となり

ゃすいと指摘している．

　このように，足し算を学習し始めたころの指の利

用に関しては，様々な立場がみられるが，実際，現

場の教師はどのように指導しているのだろうか．ま

た近年の教科書には計算時に指を利用することにっ

いて，全くふれられていないが，指を利用する子ど

もは以前よりも少なくなったのであろうか．さらに

幼児期でのつながりについて，教師たちはどのよう

に考えているのだろうか．

　そこで本研究では，1年生に対する教師の指導に

っいての予備的なデータを収集するとともに，教師

や保護者への質問紙を作成する際の視点を明らかに

する，

　研究1では，小学校1年生のうち，どれぐらいの

子どもが足し算を学習するときに指を利用している

のか，指を利用している子どもに対してどのような

指導を行っているのか等を担任教師に尋ね，教師の

指導法とともに，その背景にある信念を探る．研究

2では，10年以上教職に就いている教師に対して質

問紙調査を行い，実際にどのように子どもに対して

指導しているのかを探索的に検討する．

　　　　　　　　　研究1

　　　　　　　　　目　的

　1年生の担任教師に対してインタビューを実施し，

指を利用している子どもの様子を聞くとともに，指

を利用することに関して，担任の教師はどのように

指導し，どのように考えているのかを考察する．

　　　　　　　　　方　法

　対象者　神戸市立A小学校1年生の担任2名（K

先生，S先生）を対象にした．K先生は1組25名，
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S先生は2組24名の担任であった．K先生は1996年

に1年生を最初に担任，その後2001年，2002年と続

けて1年生を担任していた．S先生は，1994年に1

年生を担任し，その後1999年から3年間，1年生を

担任していた．

　質問内容　以下の7点について2名の教師にイン

タビューを行った。

1．　1年生で，足し算を学習するとき，指を使う子

　どもがいるかどうか．

2．　どのような指導をするか．それはなぜか．

3．　もし他の具体物を使うという答えがでた場合，

　それを使う利点は何か．

4．　どの時期まで指を使った計算を認めるのか．

5．　引き算のときには指を使わなくなっているか．

6．　指の利用と算数の成績は関連があるか．

7．指の利用にっいて親からの相談はあるか．ある

　とすればどのようなものか．

　手続き　2002年6月29日に2名の先生に対して実

施した．筆者2名の質問に対して回答を求めるとい

う形式で4名の面談として実施された．記録は筆者

のいずれかが必要に応じて筆記で行った　所要時間

は，約1時間であった．

　　　　　　　　結果と考察

　足し算の学習の始めの時点で，指を使う子どもは

1組で25名中15名，2組では24名中19名であると各

担任は回答した．実際に著者らが2002年7月に授業

観察に行ったとき，学期末のまとめとして足し算と

引き算の問題を行っていた授業では，1組は25名中

9名，2組は23名中21名（そのうち，時々使用する

子どもが5名）の子どもが指を使用して足し算を行っ

ていた．また1週間後に観察に行った際にも，同じ

子どもが指を使用していた．

　指を使っている子どもに対してどのような指導を

するかという質問に対して，S先生は積極的に，指

の使い方を教えていると述べた．まず，両手を「ド

ラえもん（グーの形）」を全員にさせ，片方をグー

にしたまま，もう片方は小指から順に「1，2，3…」

と指をたたせていくよう，指の動かし方を教えてい

た。S先生は「何もしないで座っているより，指を

使ってでもできた方がよいし，また指を使ってはい

けないといっても，最初はほとんどの子どもが使う

ので，積極的に指の使い方を指導する」と回答した，

　このような指導の仕方は，教科書や指導書等にも

まったく記述がないことであり，S先生が独目に考
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えた指導法である．K先生は1年生の担任が3回
目であるが，1年目の年は指の指導はほとんどせず，

2回目の年は，子どもに応じて指導をしており，積

極的に指導にかかわりだしたのは，S先生と1年生

を担任するようになった，2002年からである．

　S先生は，「おはじきはないと困るし，指も半具

体物なので，何も道具がなくてもできる指を使う．

モノさえあれば数えられるが，モノがないとできな

くなるので，指で練習した方がいい．モノだと机の

上がゴチャゴチャしてわからなくなる」という風に，

おはじきのような具体物を使うよりも半具体物とし

ての指を積極的に利用する利点を述べていた．その

一方で，r指の使い方の指導だけでは，足し算の意

味を理解できていないように感じる」とも述べてお

り，理解させるには，ブロックを使い，合わせたり，

増やしたりさせる操作が必要であると考えていた．

　指を利用した計算に関しては，S先生が積極的に

指導しているが，積極的な指導の背景には，指が記

憶の補助になるようなことをあげている．r映像が

浮かぶことによって，足し算ができるようになり，

指が記憶を助け，数の理解につながる．2分20問，1

分20問のような計算を続けていくとだんだん覚えて

いくので指の利用が減る」と述べている．

　実際に指を利用した指導を行う場合，保護者から

の相談も多い．r親は指を使わせたくないみたいだ

が，使ってもよい，ということを明言する．また兄

弟や友達にみっかると恥ずかしがって机の下で計算

するが，堂々とさせるようにする」と指を利用する

ことが悪いことではないということ述べていた。

　どちらの教師も計算時に指を利用する子どもは，

学年が上がるにっれ少なくなるが，引き算のときや

繰り上がりの計算になるとまた指を使う子が増える

と述べていた．しかし，それも「自然に」なくなり，

学年があがるにっれ指を利用する子どもは減る，と

述べていた．また指の利用と算数の成績の関係にっ

いては，何らかの関係がある，つまり指を使う子ど

もは算数も苦手である傾向が見られると述べていた．

　指を利用して計算する子どもに対する記述は，最

近の指導書ではあまり見られない．しかし実際に指

を使う子どもがいる場合，S先生のように教師の信

念や発達観に基づいて指導が行われる．その指導は

経験的に有効性が確認されているのかもしれないが，

今後は，指の利用の発達的な意味を科学的に解明し

ていく必要があるだろう．
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　　　　　　　　　研究2

　　　　　　　　　目　的

　研究1では2名の担任に対してインタビューを行っ

た結果，S先生は指を利用した計算を積極的に指導

しているたが，その背景として教科書や指導書には

書かれていない指導法を行う場合があることや，教

師の指の利用に対するが明らかになった．研究2で

は，研究1の結果を踏まえて，指を利用することに

対する意識やできない子に対する指導や1年生での

算数における指導の工夫に重点をおき，探索的な質

問紙調査を研究1で対象となった教師以外に実施し，

算数教育における指計算の効用と問題点を明らかに

するとともに，今後の調査や，現場の教員との研修

のあり方について検討する．

　　　　　　　　　方　法

　対象者　教職10年研修に参加した秋田市内の小学

校・中学校の教師6名（！名は中学校しか経験がな

かったため，今回の分析からは除外した）．

　質問紙の内容　質問紙は，計算時における指の利

用と指導に関する7っの質問から構成されていた．

本研究では7っの質問のうち以下の5つにっいて検

討した．

1．足し算や引き算をする時に指を使う子どもがい

初日に行われた．

っいて，発達心理学の視点から，っまずきやすい点

や指導法について議論する」という内容で行われた

　ますが，何年生ぐらいまでなら，指を使ってよい

　と思いますか．またその理由をお書きください．

　　1で0をっけられた学年になっても，まだ指を

　使っている場合は，何か指導・助言等されますか．

　これまでに指導・助言された経験も含めてお書き

　ください．

　　足し算や引き算をする時に指を使うことと算数

　や数学の成績との間に何か関係があると思います

　か．またその理由をお書きください。

　　小学校1年生に，足し算や引き算を教えられる

　時に，どのような工夫をされていますか．また，

　なぜそのような工夫をされているのでしょうか．

　できるだけ具体的に教えてください．

　　もし，足し算や引き算のとき以外でも（他の算

　数の単元で），疑問に思ったことや不思議に思っ

　たこと，おもしろいと思ったことなどございまし

　たら，具体的にお書きください．

　手続き　2005年7月に行われた3日間の研修会の

　　　　　　　　「幼児期と児童期前半の数概念に

2
．

3
．

4
。

5
．
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研修会の初日の最初の講義のさいに記入を求めた．

所要時間は約30分であった．

　　　　　　　　結果と考察

子どもの実態と指導

　研修の時点で1年生を担任している教師は2名お

り，過去に1年生を担任した教師は1名を除く5名

であった．

　何年生ぐらいまでなら，指を使って計算してもよ

いかという質問に対して，1年生までよいと答えた

教師は1名，2年生まで2名，3年生まで2名，い
っまででもよいと答えたのは1名であった．

　その理由として，1年生までよいと回答したM先

生は，「1年の後半には，答えが10より大きくなる

足し算や，ひかれる数が10より大きい引き算を学習

する．10のまとまりとばらに分けて考える学習をし

た後は指を使わないで考えて欲しい」と述べている．

　A先生（2年生までよい，と回答）は「小3ぐら

いからは授業中に指を使っていては，スピードが追

いっかないと思うので」と指を利用することによっ

て，計算のスピードが遅くなり，結果的に授業につ

いていけなくなる可能性を示唆している．H先生

（2年生までよいと回答）は「指も具体物，半具体

物の1つとして，数を数えるのに使っても構わない

と思う．使っているうちに数をまとまりとして捉え

て，合成と分解の概念が形成されていくと思う」と

述べている．

　以上のように，6名のうち1名だけは，いつまで

でも指を使って計算してもよいと考えていたが，他

の5名は，使ってよいのは小学校の1年生から3年

生までと考えていた。その理由は研究1でのインタ

ビューにもあったように，使っていればだんだんで

きるようになる，しかし，指にばかりたよっている

と，計算のスピードが遅くなるというような理由が

主であった．

　他方，「いっまででもよい」と回答した1先生は，

「子どもが十分に具体的な操作段階の経験を積まな

いのに，無理矢理，指だけはずしても，結局は真の

意味での理解にはっながっていかないのでは，と見

ていて思う」と，数の理解が伴わないうちに，指の

利用を制限することは，逆に計算ができなくなって

しまう危険性を示唆していた．

　次に，各教師が設定した学年になっても指を子ど

もが使っている場合に，どのような指導や助言をす

るか，という質問に対しては，4名の教師が回答し
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き升
へ

　
　
　
5

図1M先生が述べた「7＋8」の計算の指導

ていた，

　Y先生，H先生は「計算カードで繰り返し練習」

することによって，瞬時に答えがでるようになれば，

指を利用することもなくなると述べていた．M先

生は「指を使ってはダメとは言わないが，「7＋8＝」

の場合，7の下にくを書き，その下に5と2を書き

足して指導する（図1参照）」というように具体的

な指導として，教科書に書かれているような分解や

合成を徹底する必要性を述べていた．

　またA先生は「小2で指を使っている子どもに

は，指を折る→指を触る→指を触らず目で追う，と

いうように段階的に指から離していくよう声をかけ，

そばにっいて指導します」と具体的に順をおって指

を使わなくさせるよう指導すると回答していた．

　このような指導法は指導要領には記載されていな

いが，教師なりに工夫し系統だて，行われている方

法である．実際に指を利用する子どもがいるのであ

るから，その子どもに対してどのように指導をして

いくのか，個々の教師の経験だけではなく，指導の

枠組みが必要になるだろう．

　ところで，杉村・山名（2003）は，教職志望の女

子大学生に対して，指を利用した計算について過去

にどんな指導を受けてきたか，また目分が教職にっ

いたときどのような指導をするかという質問紙調査

を実施した．その結果，指を実際に使用していた学

生でも，記憶に残るほどの指導を受けていない人の

方が多かった．その一方で，目分が教職にっいたと

き，指を使っている子どもに対して何か指導をする

か，という質問に対しては，「指導をする」と回答

した大学生は47％，「しない」26％，「わからない」

27％であった．そして，指導する場合には計算上の

問題を重視し，指導しない場合には子どものやり方

や気持ちを重視している傾向が示されていた。

　今回の教師の回答は，より実践的な内容を含んで

はいるものの，基本的な考え方は大学生の回答と類

似していた．指を利用している子どもに対する一般
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的な指導法が存在しないのであれば，自分自身の経

験から子どもへの指導を考えざるをえないのかもし

れない．このことを考える上で，保育において働い

ている知を，個人知，協働知，活動知，一般知とい

う4っの知の再構築過程と捉えている若林・杉村

（2005）の議論が参考になる．

　4っの知の枠組みを計算時における指の利用に適

用すれば，以下のように考えられる．まだ教職に就

いていない大学生は，もっぱら経験によってつくら

れた個人的な信念である個人知に基づいて指導方法

を考えている．それに対して，教師は，過去の経験

よって形成された個人知に加えて，日々の指導や教

育活動自体の中に生じる活動知も利用可能であり，

やがてそれらの一部が個人知になっていくと考えら

れる．さらに，教師の場合は，共同体の中でのコミュ

ニケーションをとおして構成され協働知も使ってい

る．具体的には，研究1におけるK先生とS先生
のように，教師同±が相談したり教えあったりする

中で指導方法が生み出される．

　このように整理してみると，現在不足しているの

は，計算時における指の利用に関する一般知，っま

り，計算時における指の利用に関して，研究者が提

唱した理論や専門書や教科書等に書かれているよう

な一般的知識，一般的な指導法である．今後この一

般知を充実させ，それにより他の3つの知もより豊

かなものにしていくことが望まれる．また，4っの

知の枠組みを子ども側にあてはめた場合には，実践

知，身体知，暗黙知などと呼ばれている活動知の中

味とそれが内省される過程を明らかにしていく必要

があるだろう．

指の利用と算数の成績

　足し算や引き算をする時に指を使うことと算数や

数学の成績との間に何か関係があると思うか，とい

う質問に対して，3名が「関係ある」，3名が「どち

らともいえない」と答えている．「関係がある」と

回答した教師では，指を利用することで「時間がた

りなかったり，数え間違いが多かったりする」ある

いは「数のセンスがない．数量を直感的に捉えるこ

とができない」とその理由を述べている．一方，

「どちらともいえない」と回答した教師は，「計算す

るスピードは遅いが，必ずしもできないとは限らな

い」「算数には計算力以外の能力も必要」というこ

とを述べている．

　研究1でのインタビューでも述べられていたが，
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指を利用している子ども，特になかなか指の利用が

なくならない子どもに対して，算数の成績があまり

よくない，と思っていることが伺われた．

小1に対する指導の工夫

　小学校という公的な場所で初めて学習をする子ど

もに対して，教師はどのように指導しているのだろ

うか．

　1年生を担任したことのない教師を除いた5名の

うち4名の教師が「視覚的な操作活動」を十分に行

うことであると述べている．絵やおはじき，ブロッ

クなどの具体的なものを使って，視覚的に，そして

操作を通して指導すると答えている．「抽象的な理

解が難しいので，具体物や半具体物を使うことで数

を体感させたい（Y先生）」という、思いが多くの教

師にあることが示された。

指導していて疑問に思ったこと

　足し算以外でも，算数に関して疑問に、思ったこと

がありますか，という質問に対して，下記のような

疑問がみられた．

　A先生は，足し算の文章題の時，「青い花3本，

赤い花4本，合わせて何本？という問題で，青と赤

は違うから合わせられない，という子どもがいるこ

と」に驚いたと記述していた．

　幼児期や小学校低学年の子どもでは，算数の文章

題などで，このように答える子どもは比較的多い．

っまり，具体的な思考から抽象的な思考への移行の

ときに，どうしても自分の具体的なイメージから抜

け出せずに，こだわってしまい，抽象的な理解まで

考えられない可能性もある．しかしそのことを教師

が理解しているかどうかによって，おそらく指導の

仕方は変わってくるのではないだろうか．

　見当がっけられないことを疑問に思っている教師

もいた．たとえば，「引き算なのに引かれる数より

答えが大きくなっても平気でいられる，見当がっけ

られない子どもが多い（M先生）」や，「文章問題

において見当もっけずに計算するので，出てきた答

えを何の疑いもなしに書いている（1先生）」と答

えているように，「見積もり」のような数的な感覚

がどうしてもてないのか，という疑問を呈している．

　また「以前に学習したことを，新しい単元で活か

す（使う）ことができない，定着していないのか，

忘れているのか，わからない（M先生）」というよ

うに，応用力や記憶力の問題をあげている教師も見

られた。
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　　　　　　　　総合的考察

　本研究では，足し算を行う際の指の利用について，

実際に指導する教師がどのように認識しているのか，

インタビューと探索的な質問紙を用いて検討した．

特に1年生で足し算を行う際，指を使う子と使わな

い子が存在し，子どもたちを見ていると，どうして

指を使うのか，どのように使っているのか，どうし

て使わなくなるのかなど，様々な疑問がある．今ま

での先行研究では，記憶の負荷を軽減させるために

指を利用する，あるいは，具体的な思考と中朝的な

思考の狭間で指を利用するなど，様々な側面から議

論されているが，教室で指導している教師がどのよ

うに考えているのかという研究は少なかった．さら

に最近の教科書では計算時の指の利用に関する記述

は見られないが，インタビューや質問紙から明らか

になったように，それほど教師が指を使うことを禁

止しているわけでもない．むしろ積極的に使用して

いる教員もいた．

　教師によっては，それをより系統だった方法へと

指導していく過程が具体的に示されていたが，それ

らの方法は，指導要領に記述があるわけでもなく，

各教師の自主的な判断に任されているといってよい．

　指を利用することには，おはじきやブロックなど

の具体物とは異なる機能や利点があり，その点にっ

いてもインタビューから具体的な指摘が得られた．

その機能としては，指が記憶の助けになること，視

覚的なイメージ化を促進させる役割があるなどの点

があげられた．また視覚的なイメージを促進するた

めに，特に1年生の段階では具体物を使用したり，

体を使って理解をさせるといった指導が多く見られ

た．しかし，そのような指導が，子どもにとってど

こまで理解を促進しているのかは，各教師の経験の

域を超えない部分もある．

　指を利用した計算に関連して，具体的思考と抽象

的思考の関係にっいてはまだ明らかにされていない

ことは多いが，子どもの発達の過程から，特に幼児

期から児童期という発達から，捉えることは重要で

ある．今回は現職教師への研修会を利用して研究2

の調査を行った．この研修会では，各教師に本研究

で行った調査のように，実際に算数でつまずいてい

る子どもたちの実態を述べてもらい，その意味にっ

いて発達的観点から研修を行った．特に，幼児期か

ら児童期にかけての発達の過程を講義したり，それ

について議論をしたり，そして各教員が抱えている，

第28号　2006年

遅れが見られる子どもに対して話をしていく中で，

小学生に対する見方も変化していった．小学校に入

る前の段階として幼児期の子どもたちの特徴を理解

することによって，小学生の行動や思考を理解する

ことは，幼小連携からみても必要であり，また現場

の教師と，研究者をっなぐ上でも重要であると考え

られる．
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　　　　　　　　　Summary
　This　research　which　aims　to　find　effects　and

problems　of　using　fingers　for　calculation　in

arithmetic　education　consists　of　two　studies，the

interviews　with2elementary　school　teachers

（Stu〔ly1），　an（i　the　exploratory　questionnaire

survey　of6teachers　（Stu（1y2）．Recent　teaching

g・ui（1elines　do　not　refer　to　the　guidance　which　is

provide〔l　for　chi1〔lren　on　their　using　fingers　for

calculatiQn．HQwever，this　research　demonstrates

many　children　practically　use　their　fingers　for

calculation。Additionεllly，conceming　the　guid－

ance　on　the　controversial　use　of　fingers　for（loing

a（ldition，the　research　results　represent　argu－

ments　about　pros　and　cQns．Particularly，50ut　Qf

6teachers　desire　chi1（lren　to　calculate　without

using　fingers　sometime　between　first　grade　and

third　grade　in　elementary　schoo1，but　their

reasoning　differs：some　insist　children　accord－

ingly　use　fingers　less　as　children　learn　how　to

calculate　without　using・fingers，an〔l　others　insist

relianceonfingersretardscalculationspeed．

Moreover，it　is　found　that　respective　teachers

give　chi1〔iren（iifferent　gui〔1ance　on　using　fingers．

Further　researches　should　be　con（lucted，covering

more　teachers，in　order　to　study　closely　how

teachers　teach　a（i（1ition　an（i　fin（i　out　the　reasons

why　those　teachers　adopt　their　teaching　methods，

while　clarifying　what　developmental　perspective

those　teachers　have　for　the　use　of　fingers　in

terms　of　formation　of　the　concept　of　number　and

the　process　between　concretion　and　abstraction．

Key　Words：Use　of　Fingers　for　Calculation，

　　　　　　Cognitive　Development，Linkage　be－

　　　　　　tween　Kindergarten　andElementary

　　　　　　School　Curriculum，Methods　of

　　　　　　Teaching

（Receive（i　January23，2006）
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